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  近年，新たに画像診断によって多発性骨髄腫のステージングを行う，Durie/Salmon 
PLUS stagingが提唱され（Durie,2006），画像診断による評価が重要になっている．多発
性骨髄腫の画像診断は，形態学的画像検査として，単純 X線写真，CT(computed 
tomography)，MRI(magnetic resonance imaging)などがある． 
 18F-FDG PET/CTは，糖代謝を評価する機能画像検査で，多発性骨髄腫の最初のステー









 2010年 10月から 2011年 11月に多発性骨髄腫，意義不明の単クローン性ガンマグロブ
リン血症 (MGUS:monoclonal gammophathy of undetermined significance)の患者 64人
に検査を施行した．男性 40人，女性 24人，平均年齢 58.3歳，年齢幅 33-84歳であった． 
 すべての患者は，International Myeloma Working Groupの診断基準に基づいて，多発
性骨髄腫や意義不明の単クローン性ガンマグロブリン血症と診断されていた．21人は治療
前，43人は治療後の再ステージングであった．すべての患者は，18F-FDG，11C-MET，




18F-FDGを経静脈的に 5 MBq/kg投与され，投与一時間後から 1ベッドあたり 2分の
emission scanで PET撮像を開始した．撮像範囲は頭頂部から足先までの全身とした． 
11C-MET，11C-4DST PET/CT検査では， 11C-METは 20分後から，11C-4DSTは 40分後
から，1ベッドあたり 2分の emission scanで頭頂部から足先までの全身を撮像した．  









 International Myeloma Working Groupの診断基準によると，吸引細胞診において形質
細胞の割合が 10％以上であると病理学的に活動性骨髄腫であり陽性であり，これが golden 













図１ 79歳、女性 多発性骨髄腫(IgG-κ型) 
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